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日
本
で
は
、「
国こ

く

民み
ん

皆か
い

保ほ

険け
ん

」
と
い
っ
て
、

原
則
す
べ
て
の
国
民
に
公
的
医
療
保
険
（
会

社
員
は
会
社
の
健
康
保
険
や
協
会
け
ん
ぽ
、

自
営
業
者
は
国
民
健
康
保
険
、
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

な
ど
）
へ
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
病
気
や
ケ
ガ
で
医

療
費
が
発
生
し
て
も
、
私
た
ち
は
そ
の
一
部

を
負
担
す
れ
ば
済
み
ま
す
。

自
己
負
担
の
割
合
は
、
年
齢
や
所
得
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
【
図
表
１
】。
こ
の
自
己

負
担
額
が
高
額
に
な
り
、
ひ
と
月
（
月
初
か

ら
月
末
ま
で
）
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
そ
の

一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え

た
場
合
、「
高
額
療
養
費
制
度
」
に
よ
っ
て

超
え
た
金
額
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。例
え
ば
、

年
収
約
３
７
０
万
円
〜
約
７
７
０
万
円
の
69

歳
の
人
が
ケ
ガ
で
入
院
し
、
１
０
０
万
円
の

1
A

1
Q

高
額
な
医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
が
補
填
さ
れ
る

制
度
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

自
己
負
担
の
上
限
額
を
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る

「
高
額
療
養
費
制
度
」
が
あ
り
ま
す

公的医療保険の
「高額療養費制度」って何？

公的医療保険の
「高額療養費制度」って何？

【図表2】高額療養費制度の仕組み

（出所）厚生労働省保険局「高額療養費制度を利用される皆さまへ」

＜69歳・年収約370万円～約770万円（3割負担）の人で
1カ月に100万円の医療費（窓口負担30万円）がかかった場合＞

⎧ ⎨ ⎩

高額療養費として支給    300,000円ー87,430円＝212,570円

自己負担の上限額　80,100円＋（1,000,000円ー267,000円）×1％＝87,430円

医療費　100万円

窓口負担　30万円

病気やケガなどで高額な医療費がかかった場
合に、一定額以下に自己負担を抑えてくれる
のが「高額療養費制度」です。
Q&A形式でいろいろな疑問にお答えします。

監修/ 佐佐木由美子(社会保険労務士/人事労務コンサルタント)
山田静江（ファイナンシャル・プランナー）

区分 自己負担割合

小学校入学前 2割

小学校入学後～ 70歳未満 3割

70歳以上75歳未満
一般所得者は2割
現役並み所得者は3割

75歳以上
一般所得者は1割
現役並み所得者は3割

【図表１】医療費の自己負担割合

（出所）監修者作成
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高
額
療
養
費
制
度
の
対
象
と
な
る
１
カ

月
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢
や
所
得
に

応
じ
て
変
わ
り
ま
す
【
図
表
３
】。
69
歳
以

下
の
場
合
、
適
用
区
分
は
所
得
に
よ
っ
て
５

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
１
０
０
万
円
の
医
療

費
が
発
生
し
た
場
合
、
区
分
ウ
（
年
収
約

３
７
０
万
円
〜
約
７
７
０
万
円
）
の
上
限
額

は
８
万
７
４
３
０
円
な
の
に
対
し
、
区
分

ア
（
年
収
約
１
１
６
０
万
円
以
上
）
で
は

25
万
４
１
８
０
円
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
一

2
A

2
Q

自
己
負
担
限
度
額
は
誰
で
も
同
じ
な
の
で
す
か
？

被
保
険
者
の
年
齢
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

【図表３】高額医療費の自己負担限度額

適用区分 ひと月の上限額（世帯ごと）

ア
年収約1,160万円～
健保：標準報酬月額83万円以上
国保：所得901万円超

252,600円＋（医療費ー842,000円）×1%

イ
年収約770万円～約1,160万円
健保：標準報酬月額53万円～79万円
国保：所得600万～901万円

167,400円＋（医療費ー558,000円）×1%

ウ
年収約370万円～約770万円
健保：標準報酬月額28万円～50万円
国保：所得210万～600万円

80,100円＋（医療費ー267,000円）×1%

エ
年収156万円～約370万円
健保：標準報酬月額26万円以下
国保：所得210万円以下

57,600円

オ 住民税非課税世帯 35,400円

＜69歳以下の上限額＞

適用区分
ひと月の上限額（世帯ごと）

現
役
並
み

現役並み所得者Ⅲ
年収約1,160万円～
標準報酬月額83万円以上
課税所得690万円以上

252,600円＋（医療費ー842,000円）×1%

現役並み所得者Ⅱ
年収約770万円～約1,160万円
標準報酬月額53万円～79万円
課税所得380万円～690万円

167,400円＋（医療費ー558,000円）×1%

現役並み所得者Ⅰ
年収約370万円～約770万円
標準報酬月額28万円～50万円
課税所得145万円～380万円

80,100円＋（医療費ー267,000円）×1%

一
般

年収156万円～約370万円
標準報酬月額26万円以下
課税所得145万円未満等

18,000円
[年144,000円] 57,600円

住
民
税

非
課
税
等

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000円

24,600円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

15,000円

＜70歳以上の上限額＞

方
、
70
歳
以
上
に
な
る
と
、
所
得
（
現
役
並

み
、
一
般
、
住
民
税
非
課
税
等
）
に
よ
っ
て

適
用
区
分
が
分
か
れ
、
外
来
だ
け
の
自
己
負

担
限
度
額
も
設
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
は
標
準
報
酬
月
額
で
決
ま

る
点
も
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
標
準
報

酬
月
額
と
は
、
基
本
給
に
加
え
て
、
住
宅
手

当
や
通
勤
手
当
、
残
業
手
当
な
ど
、
労
働
の

対
償
と
し
て
事
業
所
か
ら
支
給
さ
れ
た
現
金

ま
た
は
現
物
を
指
し
、
原
則
と
し
て
、
毎
年

４
、５
、６
月
の
３
カ
月
平
均
支
給
額
（
結
婚

祝
金
な
ど
臨
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の
や
ボ
ー

ナ
ス
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）
が
標
準
報
酬
月
額

と
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

健
康
保
険
の
保
険
料
適
用
区
分
は
50
等

級
あ
り
、
標
準
報
酬
月
額
を
基
に
決
定
さ
れ

ま
す
。
等
級
が
一
つ
変
わ
る
だ
け
で
、
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
【
図
表
４
】。
例
え
ば
、

基
本
給
50
万
円
＋
1
カ
月
分
の
通
勤
手
当

１
万
２
０
０
０
円
の
場
合
、
標
準
報
酬
月
額

は
50
万
円
と
な
る
た
め
、
自
己
負
担
限
度
額

は
月
８
万
１
０
０
円
＋
α
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
同
じ
人
が
４
〜
６
月
に
残
業
し
、
毎

月
１
万
円
の
残
業
代
が
つ
く
と
、
標
準
報
酬

    外来（個人ごと）

※1  年収はあくまで目安。標準報酬月額は、毎年４、５、６月に支給された報酬（基本給
と諸手当＜住宅手当、通勤手当、残業手当など＞の合算額）の平均額を基に決定

※2 健康保険組合によっては、さらに自己負担の軽減を図るための付加給付制度がある

（出所）厚生労働省保険局「高額療養費制度を利用される皆さまへ」を基に監修者作成

【図表４】健康保険の保険料適用区分（一部）

等級 報酬月額（円）
標準報酬
月額（円）健康

保険
厚生
年金 以上～未満

29 26 455,000～485,000 470,000

30 27 485,000～515,000 500,000

31 28 515,000～545,000 530,000

32 29 545,000～575,000 560,000

（出所）全国健康保険協会「令和2年度保険料額表」を基に監修者作成

<100万円の医療費で自己負担額3割の場合>

医
療
費
が
発
生
し
た
場
合
、
医
療
費
の
負
担

割
合
は
３
割
の
た
め
、
窓
口
で
の
自
己
負
担

額
は
30
万
円
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
己

負
担
の
上
限
額
は
８
万
７
４
３
０
円
の
た

め
、
超
過
分
の
21
万
２
５
７
０
円
が
返
っ
て

き
ま
す
【
図
表
２
】。

高額療養費
自己負担額（円）

87,430円

87,430円

171,820円

171,820円

こ
こ
が
図
表
3
の

「
イ
」と「
ウ
」の
分
か
れ
目

➡
図表３に
従って
計算
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「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
支
給
は
申
請
し
て
か
ら

３
カ
月
程
度
か
か
る
た
め
、
自
己
負
担
超
過

分
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
自
分
で
立
て
替

え
、
後
日
払
い
戻
し
を
受
け
る
流
れ
が
基
本

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
内
容
や
入
院

期
間
次
第
で
は
、
治
療
費
も
か
な
り
高
額
と

な
り
、
一
時
的
と
は
い
え
多
大
な
負
担
を
強

い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
際
に
役
立
つ
の
が
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
で
す
（
70
歳
以
上
の
人
は
、
所
得

に
よ
っ
て
は
、認
定
証
の
提
示
は
不
要
で
す
）。

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
加
入
し
て
い
る

公
的
医
療
保
険
に
申
請
す
る
こ
と
で
手
に
入

り
ま
す
【
図
表
５
】。
こ
れ
を
病
院
・
薬
局

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
請
求
さ
れ
る
医
療
費

が
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
、
払
い
戻
し
を
申
請
す
る
手
間
も

省
け
ま
す
。
ま
た
、
有
効
期
間
が
最
長
で
1

年
間
続
く
た
め
、
が
ん
に
よ
る
長
期
の
通
院

治
療
の
際
な
ど
に
も
重
宝
し
ま
す
（
加
入
す

る
公
的
医
療
保
険
に
よ
っ
て
有
効
期
間
は
異

な
り
ま
す
）。

た
だ
し
、
認
定
証
に
よ
る
医
療
費
の
立
て

替
え
は
提
示
し
た
月
か
ら
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
4
月
15
日
か
ら
入
院
し
た
も

の
の
、
認
定
証
の
提
示
が
５
月
1
日
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
４
月
の
15
〜
30
日
分
の

自
己
負
担
超
過
分
は
自
ら
立
て
替
え
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
認
定
証
の
申
請
は
早
め
に
行

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
給
付
は
、
保
険
適
用
さ
れ

る
診
療
に
対
し
て
患
者
が
支
払
っ
た
自
己
負

担
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
食

費
」
や
「
居
住
費
」、患
者
の
希
望
に
よ
る
「
差

額
ベ
ッ
ド
代
」や「
先
進
医
療
に
か
か
る
費
用
」

な
ど
は
、
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
つ
の
医
療
機
関
等
で
は
自
己
負

担
が
上
限
を
超
え
な
い
と
き
で
も
、
同
じ
月

の
別
の
医
療
機
関
等
で
の
自
己
負
担
を
合
算

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
69
歳
以

下
の
人
が
合
算
で
き
る
の
は
、
一
つ
の
医
療
機

関
（
医
科
・
歯
科
お
よ
び
入
院
・
外
来
は
別

計
算
）
で
「
一
人
で
一
カ
月
２
万
１
０
０
０
円

以
上
の
自
己
負
担
」
の
み
で
す
。

さ
ら
に
、
高
額
療
養
費
は
暦
月
（
月
初

か
ら
月
終
）
単
位
で
計
算
し
ま
す
。
例
え

ば
、
年
収
１
１
６
０
万
円
以
上
で
医
療

費
が
１
０
０
万
円
の
場
合
、
入
院
期
間

が
３
月
１
日
〜
31
日
だ
と
自
己
負
担
額
は

25
万
４
１
８
０
円
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
入

院
期
間
が
３
月
15
日
〜
４
月
14
日
で
、
各
月

の
医
療
費
が
50
万
円
の
場
合
、
自
己
負
担
額

は
、
3
月
、
4
月
と
も
に
限
度
額
の
範
囲
内

の
15
万
円
に
な
り
、
合
計
30
万
円
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
時
期
は

選
べ
ま
せ
ん
。
医
療
費
は
余
裕
を
も
っ
て
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
滅
時
効
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
高
額

療
養
費
の
消
滅
時
効
は
原
則
、
診
療
を
受
け

た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
２
年
間
。
2
年
間

を
過
ぎ
る
と
支
給
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
た

め
、
早
め
の
申
請
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

4
A

4
Q

高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
場
合
、
一
時
的
と
は
い
え

自
己
負
担
超
過
分
を
立
て
替
え
る
の
も
大
変
で
す

限
度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
控
除
と
高
額
療
養
費
は
、
多
額
の

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
負
担
を
軽
減
す

る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
ま
す
が
、
ま
っ
た

く
異
な
る
制
度
で
す
【
図
表
６
】。

5
A

5
Q

医
療
費
控
除
と
高
額
療
養
費
に
は

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

所
得
控
除
と
医
療
費
の
払
い
戻
し
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す

(出所）厚生労働省「高額な外来診療を受ける皆さまへ」を基に監修者作成

3
A

3
Q

高
額
療
養
費
制
度
を
利
用
す
る
際
の
注
意
点
は
あ
り
ま
す
か
？

給
付
対
象
の
範
囲
や
期
間
、
消
滅
時
効
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

月
額
は
53
万
円
と
な
る
た
め
、
自
己
負
担
限

度
額
は
月
16
万
７
４
０
０
円
＋
α
に
跳
ね
上

が
り
ま
す
。
年
収
が
高
額
療
養
費
の
適
用
区

分
の
境
界
上
に
あ
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
覚
え
て
お
い
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

原
則
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
公
的
医
療
保
険
に

【図表５】限度額適用認定証利用のイメージ

① 事前に認定証の
　申請

③認定証を提示
 　窓口支払いが
　一定上限額に

②認定証の交付
加入している
公的医療保険 病院・薬局
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家
族
が
同
時
に
病
気
や
ケ
ガ
で
受
診
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
額
が
上
限
額

ま
で
届
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
家
族
分
を

合
算
し
て
ひ
と
月
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
て
い
れ
ば
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
「
世
帯
合
算
」

と
呼
び
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
合
算
す
る
た
め
に
は
、
同

じ
公
的
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
共
働
き
の
夫
婦

な
ど
で
、
別
々
の
公
的
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
に
は
合
算
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
同
様
の
理
由
で
、
74
歳
以
下
の
人
と
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
同
世
帯
の
場
合
で

も
、
後
期
高
齢
者
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
と
い
う
別
の
公
的
医
療
保
険
に
加
入
す

る
た
め
、
合
算
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、【
図
表
８
】
の
通
り
、
世
帯
合
算

に
は
決
め
ら
れ
た
順
序
が
あ
る
た
め
、
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

7
A

7
Q

家
族
で
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

合
算
金
額
に
対
し
て
支
給
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

「
世
帯
合
算
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
ル
ー
ル
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

上
限
額
に
達
し
た
月
が
年
間
で
３
回
以

上
あ
っ
た
場
合
、
４
回
目
か
ら
「
多
数
回
該

当
」
と
な
り
上
限
額
が
下
が
り
ま
す
【
図
表

７
】。例

え
ば
、
69
歳
以
下
の
年
収
約
３
７
０
万

〜
約
７
７
０
万
円
の
人
の
自
己
負
担
限
度

額
は
８
万
１
０
０
円
＋
α
で
す
が
、
多
数
回

該
当
と
な
る
と
４
万
４
４
０
０
円
に
ま
で

下
が
り
ま
す
。
な
お
、
適
用
回
数
は
直
近
12

カ
月
で
数
え
ま
す
。

6
A

6
Q

1
年
間
で
高
額
療
養
費
制
度
の
適
用
回
数
が
何
度
も
あ
る
場
合
、

さ
ら
に
自
己
負
担
が
下
が
る
と
聞
き
ま
し
た

4
回
目
以
降
は
「
多
数
回
該
当
」
に
あ
た
り

上
限
額
が
さ
ら
に
引
き
下
が
り
ま
す【図表７】 自己負担限度額（多数回該当）

（出所） 厚生労働省保険局「高額療養費制度を利用
される皆さまへ」を基に監修者作成

適用区分 自己負担限度額

年収約1,160万円～ 140,100円

年収約770万円～約1,160万円 93,000円

年収約370万円～約770万円 44,400円

年収156万円～約370万円 44,400円

住民税非課税世帯 24,600円

＜69歳以下の場合＞

【図表８】世帯合算の順序

(出所）監修者作成

「70～74歳」の人の外来にかかった自己
負担を個人単位で合算して、個人の限
度額を適用

世帯内の「70～74歳」同士でそれぞれ
入院と外来の自己負担を合算して、世
帯単位の限度額を適用

世帯内の「70～74歳」と「69歳以下」
とで自己負担を合算し、「69歳以下」の
自己負担限度額を適用

❶ ❷ ❸

被保険者
69歳以下

被扶養者
70～74歳（一般）

被扶養者
70～74歳（一般）

入院60,000円負担
（医療費20万円） 

入院100,000円負担 
（医療費50万円） 
外来6,000円負担 
（医療費3万円）
外来40,000円負担 
（医療費20万円）

外来限度額
18,000円※1

70～74歳
限度額
57,600円※1

❶28,000円支給
❷60,400円支給

世帯負担 
117,600円 

世帯の限度額 
　86,730円※2 
❸30,870円支給
｝｝｝外来負担46,000円

払い戻し額合計
（❶＋❷＋❸）＝119,270円

70～74歳
世帯負担
118,000円合算

合算

合算

健
康
保
険
組
合

健康保険組合

▶ ▶

医
療
費
控
除
と
は
、
年
単
位
で
一
定
金

額
以
上
か
か
っ
た
医
療
費
を
税
務
署
に
申

告
す
る
と
、
課
税
対
象
と
な
る
所
得
金
額

を
減
ら
す
こ
と
（
所
得
控
除
）
が
で
き
る

制
度
で
す
。
医
療
費
控
除
の
利
点
は
、
公

的
医
療
保
険
適
用
外
の
た
め
高
額
療
養
費

の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
「
先
進
医
療
」

や
「
自
由
診
療
」
も
対
象
（
一
部
例
外
を

除
く
）
と
な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
入

す
る
公
的
医
療
保
険
が
家
族
で
バ
ラ
バ
ラ

で
あ
っ
て
も
、
世
帯
の
医
療
費
を
合
算
で

き
る
点
も
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
申
請
の
際
に
は
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
や
民
間
の
医
療

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
保
険
金
な
ど
を
除

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【図表６】医療費控除と高額療養費の違い

(出所）   全国健康保険協会「『高額療養費』と『医療費控除』ってなんだろ
う？」を基に監修者作成

制度 申請・申告先 対象となる期間 内容

医療費控除 税務署
年初～年末の
1年間

（同一年内）
所得控除

高額療養費 加入している
公的医療保険

月初～月末の
１カ月

医療費の
払い戻し

※1：図表３＜70歳以上＞の適用区分「一般」
※2：図表３＜69歳以下＞の適用区分「ウ」　80,100円＋（医療費合計930,000円－267,000円）×1％で計算

※年収はあくまで目安
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介
護
保
険
に
も
、
１
カ
月
ご
と
の
自
己
負

担
が
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
超
過
分
が
払

い
戻
さ
れ
る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
の
親
と
同
居
す
る
世
帯

で
は
、
公
的
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

を
利
用
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
場
合
に
は
、
高
額
療

養
費
制
度
と
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
制
度
の
両
方
の
併
用
が
可

能
で
す
。

し
か
し
、
医
療
費
と
介
護
費

の
支
払
い
が
重
な
る
と
、
月
々
の

自
己
負
担
限
度
額
を
支
払
う
だ

け
で
も
非
常
に
重
い
負
担
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
と
き
に
利
用
し
た
い
の
が

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
」
で
す
。
高
齢
の
親

が
同
じ
公
的
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
、
８
月
か
ら
１
年

間
に
か
か
っ
た
公
的
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の

合
計
が
、
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
、
そ
の
超
過
分
が
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
標
準
報

酬
月
額
が
28
〜
50
万
円
の
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
は
年
67
万
円

と
な
り
ま
す
【
図
表
９
】。
医
療

通
常
の
診
療
費
や
薬
剤
費
で
あ
れ
ば
、

公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
内
で
の
診
療

と
な
る
た
め
、
高
額
療
養
費
制
度
に
よ
っ

て
1
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
を
一
定

以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
高
額
療
養
費
制
度
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
の
費
用
も
あ
り
ま
す
。
貯
蓄
だ

け
で
は
不
安
だ
と
い
う
場
合
に
は
、
民
間

の
医
療
保
険
へ
の
加
入
も
選
択
肢
と
な
り

ま
す
。

と
く
に
、
気
を
付
け
た
い
の
が
、
が
ん

治
療
の
選
択
肢
に
先
進
医
療
や
自
由
診
療

を
入
れ
た
い
場
合
で
す
【
図
表
10
】。
こ
れ

ら
は
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
外
で
、

す
べ
て
自
己
負
担
に
な
る
う
え
、
非
常
に

高
額
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

退
院
後
の
通
院
治
療
が
長
期
化
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
が
ん
に
備
え
た
い
と
い
う

場
合
に
は
、
民
間
の
が
ん
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【図表９】高額医療・高額介護合算療養費制度の自己負担限度額（年額）※1

(出所）  監修者作成

※1  対象となるのは１年間（8月1日から翌年7月31日）に支払った自己負担額。69歳以下と合算する場合は、１つの
医療機関で1人で１カ月２万1000円以上の自己負担額が対象。ただし合算できるのは、公的医療保険からの高額
療養費の給付金や自治体からの助成等を控除した後の金額 

※2 年収はあくまで目安
※3 介護サービス利用者が世帯内に複数いる場合は31万円

【図表１０】高額療養費制度で賄えない医療費の例

(出所）監修者作成

8
A

8
Q

医
療
費
に
加
え
て
介
護
費
の
負
担
も
大
き
い
の
で
す
が
、

負
担
軽
減
の
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」
が
適
用
さ
れ
ま
す

費
と
介
護
費
を
年
間
で
合
計
し
て
１
０
０
万

円
自
己
負
担
し
た
場
合
に
は
、
後
に
33
万
円

が
払
い
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
手
続
き
は
加
入
す
る
公
的
医
療

保
険
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9
A

9
Q

高
額
療
養
費
制
度
で
補
填
で
き
な
い
医
療
費
の
備
え
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か

貯
蓄
で
賄
う
か
、
民
間
の
医
療
保
険
へ
の
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

　・診療費
　・薬剤費

・ 入院時の食事  
代、居住費
・差額ベッド代

・先進医療費
・自由診療費

対象 対象外

この部分は
備えを検討

適用区分 自己負担限度額

年収約1,160万円～※2 212万円

年収約770万円～約1,160万円 141万円

年収約370万円～約770万円 67万円

年収156万円～約370万円 60万円

住民税非課税世帯 34万円

 <69歳以下を含む世帯>
適用区分 自己負担限度額

年収約1,160万円～（現役並み所
得者Ⅲ）

212万円

年収約770万円～約1,160万円（現
役並み所得者Ⅱ

141万円

年収約370万円～約770万円（現
役並み所得者Ⅰ）

67万円

年収156万円～約370万円（一般） 56万円

Ⅱ住民税非課税世帯 31万円

Ⅰ住民税非課税世帯（年金収入
80万円以下など） 19万円※3

 <70歳以上のみの世帯>
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